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発表の概要 

 公益財団法人東京都都市づくり公社は、前身の（財）東京都新都市建

設公社の時より、多摩地域において土地区画整理事業や下水道事業を受

託施行してきた。令和元年（2019）には東京都政策連携団体の指定を受

け、これらの事業に加え、まちづくり支援事業などの都市づくりの総合

支援を行っている。 

下水道事業については、昭和 50年（1975）から下水道管の整備を中心

に、多摩地域各市町村の支援を行ってきた。近年では、雨水・浸水対策

や耐震化、ストックマネジメント事業、維持管理業務など、幅広く下水

道事業に取り組んでいる。今年度で下水道部発足 50周年を迎えた。 

現在、下水道において、管路等施設の老朽化に伴う、計画的な維持管

理の実施が全国的な問題となっている。このような中で、埼玉県八潮市

で道路陥没事故が発生し、国から地方公共団体に対して下水道管路の特

別重点調査の実施について要請があった。 

多摩地域の自治体からの依頼により、当公社も当該調査の実施につい

て支援・協力することとなった。本調査については、様々な条件・制約

があるなか、自治体との連携を図るなどし、完了に向けて取り組んでい

るところである。 

本発表では、全国特別重点調査についての取組み等について発表する。 












